
次代を支える担い手農業者の育成

吾妻農業事務所普及指導課

報告事例番号１



Ⅰ 課題設定の背景及び理由
吾妻郡東部地域（中之条町、高山村、東吾妻町）
は、野菜、コンニャク、畜産、花き等栽培品目が
様々。後継者も少なく、地域全体の活性化が課題。

そこで、産地を支える担い手の確保・育成するこ
とで、地域の活性化を目指したい。

中之条町

東吾妻町

高山村

嬬恋村
長野原町



Ⅱ 目標年次の姿

H29 H30 R1 R2

現状 目標 目標 目標

新規就農者数(人)(単) １８ ２０ ２０ ２０

認定新規就農者数(人)(累) ７ ９ １１ １３

若手女性農業者組織数(累) ０ ０ ０ １

青年組織新規加入者数
(人)(累)

３ ５ ９ １３

研修受入者数(中之条)(人)(累) ４ ５ ６ ７



Ⅲ 主な支援事項と解決手法
１総合的な就農受け入れ体制の強化
［支援対象：JA・町村担い手担当者・研修受け入れ農家］

５中之条町農業担い手受入協議会の活動支援
［支援対象：中之条町農業担い手受入協議会］

２新規就農者の定着と安定化
［支援対象：新規就農者・就農希望者・ステップアップ支援農家］

３若い女性農業者の育成
［支援対象：若手女性農業者・あがつま農村女性会議］

４東部地域農業青年組織の活性化
［支援対象：GREEN PAL・AYATORI］



中之条町農業担い手受入協議会の
活動について

5

１ Ｈ２７～２９の取組経過



6

中之条町六合地区の位置

六合地区

草津町

＊標高約６００ｍ～１，２００ｍに
かけ農地がある。



（１） 「六合の花」の紹介
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生産部会発足 平成４年
（現：ＪＡあがつま花き生産部会六合支部）

地元の山にある山野草を含めて
約150種類の切り花生産
栽培者は高齢者を中心に66名
年間販売額は約1億2千万円（H29）

【主な品目】

オランダセダム アルケミラ クリスマスローズ



（２） 「六合の花」の担い手
ＪＡあがつま花き生産部会六合支部年齢構成（H27）
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現会員66名のうち、70歳
代以上が半数を超え、部
会発足時の中心メンバー
は８０歳代以上に・・・

５年後には栽培を続
けられない生産者の
増加が懸念・・・



（３） Ｈ27－29年の活動経過

Ｈ２７ 受け入れ体制作りの検討会
就農フェアへの出展(東京)
就農・定住ガイドブックの作成
営農モデルの作成
体験研修会の開催
中之条町農業担い手受入協議会発足

Ｈ２８ 農家研修開始(4名うち1組夫婦)
農地の確保、施設導入の検討

Ｈ２９ 研修中の夫婦が就農
(その後、順次就農）
施設整備、用水確保の検討
中之条町農業担い手受入協議会の
発展的再編(花→花・野菜・果樹）
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２ 現在の活動について
Ｈ３０～

中之条町農業担い手受入協議会の
活動について
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地域住民への周
知・生活面での

支援

・農地の確保
・宿根草の株の
提供
・農機具の貸出

参入者の自立の
支援

・独自の補助事業
・町営住宅の斡旋

移住者の負担軽減
イザ

・技術指導を重点化
・補助事業の活用

参入者自立の支援

（１）現在の「中之条町農業担い手受入協議会」の活動体制

事務局：中之条町役場（全体のコーディネート）



（２）新規就農者確保の取組

・就農フェア等への出展
Ｈ30年５回、相談者22人
Ｒ１年5回、相談者22人
・町内住民へもＰＲ
・体験研修会の開催
Ｈ30年、１回４人
Ｒ１年、5回7人
集団体験→個別体験
(～H30) （R1～)



（３）就農に向けた支援
・就農計画策定支援

H30年６回、R1年５回

・就農に向けた研修
H30年９回、R1年８回

・農業次世代人材投資事業の活用
就農状況確認と併せて、技術指導や経営
指導を行う。また、年齢要件で国の支援
が受けられない就農者へは、町単の事業
も新設。

・農村整備課と連携して、農業用水確保の
検討



（４）定着のための支援

・定期的な巡回指導、資料提供
普及指導課とＪＡが連携して対応
Ｈ３０年２４回、Ｒ１年４３回

・巡回指導会では、研修先の生産者が同行すること
で、就農者に合わせた的確なアドバイスが出来る。
Ｈ３０年３回、Ｒ１年２回

・販売促進のための、
産地見学会の開催
Ｈ３０年８月２４～２５日、
Ｒ１年７月２６～２７日



「中之条町農業担い手受入協議会」
の活動成果

花き・果樹・野菜で 12名が就農や研修



（１）あがつまスプレーマム産地協議会の設立
（H30.3月）

・スプレーマムの産地であるが、後継者不足が深刻
・地域を挙げて、受け入れる体制を整備

現在1名が研修中

Ⅳ 地域への波及効果

（２）高山村で移住者を増やす検討を開始
・人口減少対策の一環
・中之条の事例を参考に、検討中



Ⅴ 活動成果

H29 H30 R1 R2

現状 目標 実績 目標 実績 目標

新規就農者数(人)(単) １８ ２０ １８ ２０ １４ ２０

認定新規就農者数(人)(累) ７ ９ １０ １１ １１ １３

若手女性農業者組織数(累) ０ ０ ０ ０ ０ １

青年組織新規加入者数(人)(累) ３ ５ ７ ９ １１ １３

研修受入者数(中之条)(人)(累) ４ ５ ５ ６ ６ ７



Ⅵ 残された課題と今後の対応

（１）新規就農者の定着
・就農計画に沿った営農支援
・早期の技術習得
・経営発展に応じた定期的な技術指導

（２）地域全体への波及
・吾妻東部地域の受け入れ体制整備
・県内他地域への情報提供



御清聴ありがとうございました。

上毛新聞 令和2年9月7日


